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Ⅰ．はじめに

看護学の研究の対象となる課題は，人間そのものや人

間の行動を対象とするものが多く，通常多くの要因が関

係しているため，従来の原因や要因をひとつあるいはご

く少数と考える単変量による解析だけでなく，多変量に

よる解析が必要なことが多い。しかしながら，多くの看

護専門学校，看護系短大，看護系大学で行われている統

計学の講義では多変量解析までは踏み込んでいないのが

現状であろう。そのため，単変量の解析にとどまってい

る研究が少なくないと思われる。また，大学院修士課程

では多変量解析の手法が教授されているところもあるが，

必ずしも使いこなせていないというのが現状のようであ

る。看護学の研究者を目指す場合，統計学は必須であり，

かつ単変量の解析だけでなく多変量の解析に習熟し，単

変量の解析では見えてこなかったような深い解析を行っ

ていくことがこれからの看護学の発展に不可欠である。

多変量が関係している場合，交絡（confound）という現象

が起こり，結論を誤る可能性がある。「交絡とは，2つ以

上の曝露要因について，ある結果事象へのそれぞれの影
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響が分離できない状況や，他の要因と結果事象との関連

のために検討している要因曝露の見かけ上の影響がひず

められてしまう状況を指す。」1）と定義されている。具体

例をあげれば，飲酒量と肺がん死亡率に関連があるとい

う研究結果は，喫煙という交絡因子（confounding factor）

によってひずめられているというような例である。この

場合，飲酒量が多くなるほど肺がんの死亡率が高くなる

という有意な正の関連がみられたとしても，それは飲酒

と喫煙に関連があるからである。つまり，飲酒量が多い

ほどタバコをたくさん吸う傾向がみられるためである。

この場合，喫煙が交絡因子となっているわけである。実

際に，人間集団を対象にして種々の調査を行う場合，少

なからず前述のような交絡が起こりうることは容易に想

像がつく。交絡が起こっていることに気がつかない場合，

結論を誤る危険性がある。それゆえ，多変数がからんで

いるような場合には，多変量解析を行って交絡を調整す

るのは必須ともいえる。交絡を調整するには，マッチン

グ，無作為化（無作為割付），制限（限定），層化（層別化），

標準化，モデリングなどいくつかの方法があるが，多変

量解析はモデリングでの調整のひとつである。一般的に

は，結果事象を基準変数（目的変数，従属変数），種々の

要因を説明変数（独立変数）として，重回帰分析や（多重）

ロジスティック回帰分析などの一般化線形モデルによる

回帰分析をすることが多い。すなわち，重回帰分析や（多

重）ロジスティック回帰分析を行うことによって，他の変
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数の影響が除去された（すなわち交絡が調整された）結果

が得られるからである。また，多変量解析の利用が促進

されたことは，最近のコンピューターのめざましい発展

に助けられている部分が多いことは論を待たないところ

である。すなわち，SAS，SPSS，Statview，JUMP，HalWin

など多くの統計解析ソフトがあり，多変量解析も瞬時に

結果を出してくれる。本稿では看護系の学術論文では，

どのような多変量解析の手法が多く使われているのか，

またどのような統計ソフトを使っているのか，どのよう

な課題があるのか等について，国内の論文を検討した結

果について概説する。

Ⅱ．多変量解析とは

本稿を書くに当たり，まず多変量解析にはどのような

ものがあるかについて簡単に述べたい。多変量とは通常

3変数以上の場合を言う。したがって，多変量解析とは，

「3 つ以上の変数を同時に取り扱う統計解析の総称であ

る」（古谷野，1988）2）といえる。また，基準変数（従属変

数，目的変数ともいう）がある場合と無い場合の2つに大

きく分けられる。さらに，基準変数，説明変数が量的デー

タか質的データかによって方法が決まってくる。

1． 基準変数がある場合

1） 基準変数が量的データ

基準変数が量的データの場合の代表的方法は，重回帰

分析である。重回帰分析では基準変数とそれに影響を及

ぼす（と考えられる）複数の説明変数（独立変数とも言う）

との関係を見ていく分析手法である。通常は基準変数，

説明変数ともに量的変数である。基準変数をY,説明変数

をXi（i＝ 1.....n）とした場合の重回帰式は次のように表さ

れる。ai（i＝1.....n）は偏回帰係数といわれる係数であり，

bは回帰定数である。

Y＝a1X1＋ a2X2＋ --------------＋ anXn＋b

重回帰分析では次の2つの目的がある。

①最も当てはまりのいい重回帰式を見出し，X（説明変

数）からY（基準変数）を予測する。

②各説明変数がどの程度基準変数に影響を及ぼしている

かを知る。

①の目的で重回帰分析を行う場合には，当てはまりあ

るいは予測の程度を重相関係数（R）あるいはその2乗であ

る重決定係数（R2）で知ることができ，その重回帰式の作

成に使われなかった新たな説明変数があったときに基準

変数の値を予測することができる。重決定係数は説明変

数の分散が基準変数の分散に対する割合である。言い換

えれば，それらの説明変数で基準変数をどのくらい説明

できているかということである。重相関係数は統計学的

検定が可能であるので，その有意性も当てはまりのひと

つの指標となりうる。また，②の目的で重回帰分析を行

う場合には偏回帰係数を標準化した標準偏回帰係数を算

出し，おのおのの説明変数が基準変数にどの程度影響を

およぼしているか，その向き（正か負か）と大きさ，また

標準偏回帰係数が統計学的に有意かどうか，などを知る

ことができる。この場合には必ずしも重相関係数あるい

は重決定係数は高くなくてもよい。

重回帰分析を行う場合の注意事項としては，前述した

基準変数，説明変数ともに量的変数であることのほかに，

説明変数間で相関の強いものがある場合に多重共線性と

いう現象が起こることがあるので，一方を削るなど相関

が強いものを同時に説明変数として使用しないこと，基

準変数に影響を及ぼしている説明変数を的確に採用して

いるか，などの検討が必要である。最後の点については，

ステップワイズ法（変数増加法，変数減少法，変数増減法

など）という方法で基準変数に対して統計学的に有意な変

数だけ採用するという方法で，コンピューターが最も当

てはまりのよい重回帰式を作ってくれることによって達

成されると考えられるが，それは研究者が選んだ変数だ

けであるので，選ばれなかった（調査しなかった）変数の

中に重要な変数があり，それを落としているということ

もありうる。したがって，仮説に基づいた基準変数と説

明変数との関係から考えられる変数を網羅するなど計画

段階での注意も必要である。一般的には説明変数の数を

増やせば回帰式の説明力は強まり，重決定係数も大きく

なる。ただし，説明変数は多ければいいというものでは

なく，本当に意味のある変数を選ぶことが重要である。

なお，基準変数が量的データで，説明変数が質的データ

の場合には重回帰分析に相当する分析法として数量化 I

類という方法がある。また，重回帰分析と類似した多変

量解析の方法として，多重ロジスティック回帰分析があ

る。重回帰分析が「数値の予測」であったのに対し，多

重ロジスティック回帰分析は「確率の予測」ともいえる。

また，重回帰分析と同じように説明変数が基準変数にど

の程度影響しているかをオッズ比という値で算出でき，

オッズ比の信頼区間を算出することによって，影響の強

さと有意性の検討が可能である。

2） 基準変数が質的データ

基準変数が質的データの場合，説明変数が量的データ

のものを判別分析，説明変数も質的データの方法を数量

化Ⅱ類という。数量化Ⅱ類は質的データの場合の判別分

析といえる。

2． 基準変数が無い場合

基準変数が無い場合の多変量解析の代表的なものは因

子分析である。因子分析は量的データの複数の変数間に

共通した潜在的な特徴を因子負荷量という値から見出す

という手法である。因子負荷量は絶対値で0.4以上を基準
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にすることが多い。そして，その特徴から新たな因子を

見出し命名する，というものである。たくさんの変数を

いくつかの潜在的な因子にまとめたり，妥当性を確認し

たりする場合に用いられる。因子分析で注意すべき点は，

因子数をいくつにするか，寄与率や累積寄与率はどうか，

分析方法，因子の命名などであり，通常の方法でこれら

のことが満足されない場合には，回転をすることが多い。

この回転法には直交回転と斜交回転とがあり，よく用い

られるのは直交回転のバリマックス回転である。斜交回

転にはプロマックス回転などがある。中川ら122）による

と看護研究における因子分析はほとんどの文献で因子抽

出において軸を回転させており，主にバリマックス回転

が多く用いられていたが，2000年頃より斜交回転である

プロマックス法が増加していたと報告している。分析方

法は，主因子法が主に用いられており，増加傾向があっ

たとされている。また，共分散構造分析が2004年までで

8件あったと報告されているが，筆者の今回の調査では

共分散構造分析はキーワードとして入れなかったため，1

件のみであった。

質的データを用いる方法として数量化Ⅲ類があり，こ

の方法は量的データの因子分析に相当する。

Ⅲ．看護学領域の論文での多変量解析の使用

看護学領域の学術論文でどの程度多変量解析が使われ

ているのかを調べてみた。方法としては，1983 年から

2005年の医学中央雑誌を「看護（または看護学）」と「多

変量解析の個々の名称（○○分析）」のキーワードで検索

した。その結果，表1のような数値が得られた。最も多

く使われていた多変量解析は因子分析の270件（うち原著

が190件），ついで重回帰分析の51件，多変量解析（個々

の分析名をキーワードに出していないもの）41件，主成

分分析22件，クラスター分析22件，（多重）ロジスティッ

ク回帰分析12件，判別分析9件，数量化分析（数量化理

論）6件，などとなっていた。PAC分析，正準相関分析な

どあまりなじみのない多変量解析も散見された。これら

の解析法のうち，因子分析については数が極めて多かっ

たため，また昨年中川ら122）によって1983年から2004年

までの日本の看護研究における因子分析の利用実態が明

らかにされているので，論文の入手は2005年の1年のみ

とした。その結果11件の論文を入手した。また，論文を

入手できたものについては，使用統計ソフトについて調

べてみた。その結果が表2である。最も多かった統計ソ

フトはSPSS であり 67 件（39.6%），ついでSAS 15 件

（21.7%），HalWin（Halbauを含む）13件（18.8%），Statview

4件（2.4%），JMP 3件（1.8%），Stat Flex 3件（1.8%），そ

の他5件（3.0%），標記なし59件（34.9%）であった。

Ⅳ．多変量解析を使用するに当たっての課題

前述のようにデータが量的データか，質的データかに

よっておのずから多変量解析の方法が決まってくる。た

だし，現実の調査などでは説明変数間に両者が混在して

しまうことも多い。そういう場合にはどちらかに統一す

る必要がでてくるが，通常は質的データに統一するのが

一般的である。ただし，重回帰分析やロジスティック回

帰分析などの場合には，すべて量的データであることが

原則であるが，説明変数のうちの少数のいくつかが質的

データであっても数字に変換できれば利用が可能である。

この例としては，性別の場合に，男を1，女を2として数

量的処理をするようなケースがある。また，重決定係数

があまり大きくない場合には，予測に使われた変数が適

切であったか，その変数の測定方法に問題は無かったの

か，という検討が必要になる。そのような場合には再度

変数の選択をするということからやりなおさなければな

らない。

実際に多変量解析を行う場合，前述のようにすぐれた

統計ソフトによって瞬時に結果がアウトプットされる。

したがって，研究計画段階，解析段階の両方で，使用し

た多変量解析の十分な理解が必須である。意味を十分に

理解しないままに使用するのは避けなければならないの

は言うまでもない。

Ⅴ．おわりに

以上，過去20数年間の看護学領域での多変量解析の利

用について学術論文を通して概観してきた。その結果，

因子分析，重回帰分析などがよく使われていることがわ

かった。また，PAC分析や共分散構造分析などの新しい

方法が散見されるようになってきたことも特徴的である。

今回は国内文献のみに限ったので，次の機会には海外の

文献についての検討も行いたい。
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